
































とであり、徳島では「倫理、宗教、慣習上なじまない」が 2 番目に多い理由であった 3,4。 






おける最新、最大の意識調査とされているものに、厚生労働省の 1999 年と 2003 年実施の
『生殖補助医療技術に対する国民の意識に関する研究』6 と 2007 年実施の『生殖補助医療
技術に関する国民意識調査』7 がある。どちらも、非配偶者間生殖補助医療に対する容認
度を調査しており、ほとんどの患者が実際に受けている配偶者間生殖補助医療については




















予備調査は、大阪府下の A クリニックとその系列の B クリニックの 2 施設で 2010 年に







②AIH（artificial insemination by husband）…配偶者間人工授精。女性の排卵日にあわ
せ、注入器を用いて夫の精子を子宮の奥深くに入れる方法。 
③AID（artificial insemination by donor）…非配偶者間人工授精。ドナー精子を用いた
人工授精。 
④IVF-ET（in vitro fertilization - embryo transfer）…体外受精胚移植。体外に取り出し
た卵子と精子をシャーレの培養液の中で受精させ、ある程度成長したところで子宮に移植
する方法。一般に IVF と略記される。 















実施時期：2010 年 10 月～2010 年 12 月 
配布数：290、有効回収数：210（男性 30、女性 180） 









































実施時期： 2011 年 9 月～2011 年 10 月 
配布数： 300、有効回収数：265（男性 1、女性 264） 

















平均治療歴：2.7 年（0～21 年） 
子どもの有無：なし…71.2%、あり（自然妊娠）…8.7%、あり（治療で）…20.1% 
 
3-2. 今までに受けた治療  
 
 
図１ 年齢構成  (人 ) 
図 2 今までに受けた治療  (%）  
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17.4%、夫婦間の人工授精（AIH）については 26.5%、夫婦間の IVF については 43.9%、
夫婦間の顕微授精については 45.1%が、抵抗を感じていることがわかった。  
次に抵抗を感じる理由について聞いた。  
予備調査で抽出された倫理的理由 6 項目を、不妊治療に抵抗を感じる倫理的な理由とし
て、この質問に使用することとした。これら倫理的理由 6 項目とプラクティカルな理由 7
項目を合わせた計 13 項目の中から、複数回答可で選択してもらい、抵抗を感じるものの
中で何%がその理由をあげているかを示したところ、図 5、図 6 のような結果となった。  
 
       治療費      成功率       仕事との両立     パートナーの協力  
        体への負担    精神的負担     多胎妊娠           それ以外  
図 4 各治療法への抵抗の程度  
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性のうち 25.8%がその理由に「人為的」（第 1 位）を、21.2%が「子どものいない人生の
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資料１  予備調査アンケート 
 
【 全員の方に 】 
Q1．あなた自身についてお聞きします。  
性別は？  年齢は？  不妊治療歴(年数)は ？ 
【 全員の方に 】 
Q2．今までに受けた不妊治療は？ 当てはまるものに〇をしてください。（複数可）  
  1・排卵誘発を伴わないタイミング   2・排卵誘発を伴うタイミング  
  3・夫婦間での人工授精  4・夫婦間での一般体外受精  5・夫婦間での顕微授精    
6・ドナーの精子による人工授精   7・ドナーの卵子による体外受精  
8・ドナーの精子による体外受精   9・ドナーの精子と卵子による体外受精  
10・代理出産（代理懐胎）  11・その他（               ） 
  12・不妊治療は今まで受けたことがない  
【 全員の方に 】 
Q3．お子さんについてお聞きします。当てはまるものに〇をしてください。（複数可）  
  1・いない 
  2・自然妊娠で生まれた子どもがいる（もしくは妊娠中）  
  3・不妊治療をして生まれた子どもがいる（もしくは妊娠中）  
【 全員の方に 】 
Q4．あなたの宗教についてお聞きします。当てはまるものに〇をしてください。  
  1・信仰している宗教をもっている  
  2・とくに信仰している宗教をもっていない 
【 Q4 で「1 信仰している宗教をもっている」とお答えになった方にお聞きします  】 
Q5．あなたが不妊治療を受ける上で、その宗教から何らかの影響を受けたとお考えになり
ますか？当てはまるものに〇をしてください。 
  1・ない 
  2・ある 
【 Q5 で「2 ある」とお答えになった方にお聞きします  】 
Q6．それはどのような影響でしょうか？（自由記述）  
【 全員の方に 】 
Q7．不妊治療を始めようと決意したときや、治療開始後、不妊治療に関して迷ったことは
ありましたか？ 当てはまるものに〇をしてください。 
  1・はい 
  2・いいえ 
【 Q7 で「1 はい」とお答えになった方にお聞きします  】 
Q8．それはどの時点ですか？ 当てはまるものについて〇をしてください。（複数可）  
  1・不妊治療を始めようと決意したとき  
  2・治療法を選択するとき  
  3・その他（自由記述）  





  1・治療費について  
  2・妊娠の確率について  
  3・いつまで治療するかについて  
  4・仕事との両立について  
  5・パートナーの協力について  
  6・薬の副作用について  
  7・生まれる子どもの障害などについて  
  8・周囲の人にどう思われるかについて  
  9・将来、子どもが自分の出生を知ったらどう思うかについて  
  10・それ以外（自由記述）  
【 Q8 で「2 治療法を選択するとき」とお答えになった方にお聞きします  】 
Q10．それはどのような点についてですか？ 当てはまるものについて〇をしてください。
（複数可） 
  1・治療費について  
  2・妊娠の確率について  
  3・いつまで治療するかについて  
  4・仕事との両立について  
  5・パートナーの協力について  
  6・薬の副作用について  
  7・生まれる子どもの障害などについて  
  8・周囲の人にどう思われるかについて  
  9・将来、子どもが自分の出生を知ったらどう思うかについて  
  10・それ以外（自由記述）  
【 全員の方に 】 
Q11．あなたの人生観や価値観と不妊治療との関係について悩んだことはありますか？ 
当てはまるものに〇をしてください。  
  1・はい  
  2・いいえ 
【 Q11 で「1 はい」とお答えになった方にお聞きします 】 
Q12．それは具体的にどのようなことでしょうか？（自由記述）  
【 全員の方に 】 
Q13．あなた自身はどの不妊治療を受けることに抵抗を感じますか？ 当てはまるものに
〇をしてください。（複数可）  
1・排卵誘発を伴わないタイミング   2・排卵誘発を伴うタイミング 
  3・夫婦間での人工授精  4・夫婦間での一般体外受精  5・夫婦間での顕微授精    
6・ドナーの精子による人工授精   7・ドナーの卵子による体外受精  
8・ドナーの精子による体外受精   9・ドナーの精子と卵子による体外受精  
10・代理出産（代理懐胎）  
11・その他（                             ） 
  12・どの治療にも抵抗はない  









資料 2  本調査アンケート 
 
【 全員の方に 】 
Q1．あなた自身についてお聞きします。  
性別は？  年齢は？  不妊治療歴(年数)は？  
【 全員の方に 】 
Q2．今までに受けた不妊治療は？ 当てはまるものに〇をしてください。（複数可）  
  1・排卵誘発を伴わないタイミング   2・排卵誘発を伴うタイミング  
  3・夫婦間での人工授精  4・夫婦間での一般体外受精  5・夫婦間での顕微授精    
6・ドナーの精子による人工授精   7・ドナーの卵子による体外受精  
8・ドナーの精子による体外受精   9・ドナーの精子と卵子による体外受精  
10・代理出産（代理懐胎）  
  11・その他（                             ） 
  12・不妊治療は今まで受けたことがない  
【 全員の方に 】 
Q3．お子さんについてお聞きします。当てはまるものに〇をしてください。（複数可）  
  1・いない 
  2・自然妊娠で生まれた子どもがいる（もしくは妊娠中）  
  3・不妊治療をして生まれた子どもがいる（もしくは妊娠中）  
【 全員の方に 】 
Q4．あなたの宗教についてお聞きします。当てはまるものに〇をしてください。  
  1・信仰している宗教をもっている  
  2・とくに信仰している宗教をもっていない 
【 Q4 で「1 信仰している宗教をもっている」とお答えになった方にお聞きします  】 
Q5．あなたが不妊治療を受ける上で、その宗教から何らかの影響を受けたとお考えになり
ますか？当てはまるものに〇をしてください。 
  1・ある 
  2・ない 
【 Q5 で「1 ある」とお答えになった方にお聞きします  】 
Q6．それはどのような影響でしょうか？(自由記述) 
【 全員の方に 】 
Q7．不妊治療を始めようかどうかと考えたとき、次のことについて考えたことがありまし
たか？ （ない・ある・かなりある）の 3 段階のうち当てはまるもの 1 つに〇をしてくだ
さい。 
  1・治療費の負担が大きい  
  2・治療の成功率が低い  
  3・いつまで治療するか  
  4・仕事との両立が難しい  
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  5・パートナーの協力が得にくい  
  6・自分（もしくはパートナー）の体への負担が大きい  
  7・自分（もしくはパートナー）の精神的負担が大きい  
8・生まれてくる子どもの障害が気になる  
9・不妊治療を周囲の人にどう思われるかが不安  
  10・将来、子どもが自分の出生を知ったらどう思うかが不安  
  11・命の誕生を人為的に操作してよいのだろうか 




【 全員の方に 】 
Q8．あなた自身は以下の治療を受けることに抵抗を感じますか？ （ない・ある・かなり
ある・わからない）の４段階のうち当てはまるものに〇をしてください。「ある」と「かな
りある」に〇をした場合は、その理由について A～S の中から選んで（  ）の中に記入して
ください。 
1・排卵誘発を伴わないタイミング   2・排卵誘発を伴うタイミング 
  3・夫婦間での人工授精   4・夫婦間での一般体外受精    
5・夫婦間での顕微授精   6・ドナーの精子による人工授精    
7・ドナーの卵子による体外受精       8・ドナーの精子による体外受精    
9・ドナーの精子と卵子による体外受精      10・夫婦の精子と卵子を用いる代理出産  
11・ドナーの精子、もしくは卵子、もしくは両方を用いる代理出産  
  12・その他（           ） 
（抵抗を感じる理由）  
 
A・治療費の負担が大きい                 B・治療の成功率が低い  
  C・仕事との両立が難しい                 D・パートナーの協力が得にくい  
  E・自分（もしくはパートナー）の体への負担が大きい  
  F・自分（もしくはパートナー）の精神的負担が大きい  
  G・生まれてくる子どもの障害が気になる   
H・不妊治療を周囲の人にどう思われるかが不安  
  I・将来、子どもが自分の出生を知ったらどう思うかが不安  
  J・命の誕生を人為的に操作してよいのだろうか  
  K・子どものいない人生を受け入れるという選択肢もあってよいのではないか  
  L・費用などの理由で治療をあきらめている人に対する申し訳なさ 
  M・養子縁組の方がいい  
  N・自分（もしくはパートナー）と遺伝的なつながりがない  
  O・ドナー（代理母）の体への負担が大きい  
  P・ドナー（代理母）とのトラブルが心配  
  Q・子どもは自分（もしくは妻）が産みたい  




【 全員の方に 】 
Q9．最後にお聞きします。不妊治療に関して、社会やマスコミに求められていることは何
でしょうか。 当てはまるものに〇をしてください。（複数可）  
1・治療費の負担を軽くするような財政的支援  
  2・治療の成功率を上げる技術の開発  
  3・不妊治療と仕事を両立できるような社会整備  
4・不妊の人に対する偏見を社会からなくす  
  5・妊娠の正しい知識を性教育などで教えてほしい  
6・不妊治療の正確な情報を発信する  
  7・不妊についてオープンに話せるような環境になってほしい  
8・それ以外（具体的に） 
 
